
 

 

仮係数に基づく３０年度試算について 

 

 

１ 試算の目的 

  県及び市町村の３０年度予算編成に活用するため、国から示された仮係数

により試算を行う。 

 

２ 基本的な考え方 

 ・国からの公費拡充分の一部（全国ベース約 1,700 億円のうちの約 1,500 億

円）を反映して試算する。 

 ・激変緩和措置は、基準となる平成２８年度と比較し、一定割合（２ヵ年分

の県平均保険料の伸び＋２ヵ年分の割合（２％［１％×２年分］）を超えた

ところに対応して試算を行う。 

 

３ 今後の方針 

 ・１１月末を目途に、仮係数による３０年度試算を行う。 

 ・年末の診療報酬改定を受けて、国から示される確定係数により３０年度の

標準保険料率の算定を行っていく。 
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